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老化細胞を標的とした加齢関連疾患に対する治療法の
開発

これまで私たちの研究グループでは、加齢やメタボリックストレ
スによって、組織における老化細胞の蓄積が加速すること、蓄積し
た老化細胞がSASP因子の分泌などを介して臓器老化や老化関連疾患
の発症・進展に関与することなどを明らかにしてきました。
さらに最近では、蓄積した老化細胞を除去する薬剤（Senolytics）

を同定し、それらの薬剤により、病的老化形質を改善しうることを
明らかにしています。また、Bioinfomaticsの手法により、老化細胞
特異的に発現する老化細胞抗原（Seno-antigen）を複数同定してい
ます。なかでも老化血管内皮細胞・マクロファージに高発現する
SAGPについては、その分子を標的とするワクチンを開発し、ワクチ
ンによるSAGP陽性老化細胞除去によって、高カロリー食誘導性の糖
尿病・動脈硬化や加齢に伴うフレイルの改善、早老症の寿命延長な
ど、病的老化改善効果を認めることを明らかにしています。また、
老化に伴い増加する代謝産物（Seno-metabolite）も同定しており、
その一つである酸化コリンが心不全の発症・進展に重要であること
を明らかにしています。
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Research

Therapeutic strategy for age-associated disease by
targeting senescent cells
One of our research goals is to develop therapeutic strategy for
age-associated disease by targeting senescent cells. We have
demonstrated that age and/or metabolic stress promotes
accumulation of senescent cells in various tissues, thereby
leading to the onset and progression of age-associated disease.
Recently, we have identified senolytic agents (senolytics) that
specifically could eliminate senescent cells and improve
pathological aging such as atherosclerosis and diabetes. More
recently, we have identified several seno-antigens that are
specifically expressed by senescent cells. We have developed
senolytic vaccine that could target seno-antigens and eliminate
senescent cells. The treatment with senolytic vaccine could
improve dietary atherosclerosis and metabolic dysfunction in
obese mice, improve frailty in aged mice, and extend lifespan
of mice with premature aging syndrome. We also have
identified several seno-metabolites that play a critical role in
regulating pathological aging phenotypes.

Main Research Subjects

Research HighlightsMembers

 1. Development of therapeutic strategy for age-
associated disease by targeting senescent cells 

 2. Development of therapeutic strategy by regulating 
seno-metabolites

 3. Elucidation of molecular mechanisms underlying 
endogenous senolysis

Chief 
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国内学会発表 111 須⽥翔⼦, 葛⻄隆敏, ⽯綿清樹, 城下那奈⼦, 加藤光恵, 川名ふさ江, ⾕津翔⼀朗, 松本紘毅, 設楽準, 加藤隆⽣, ⽐企優, 代⽥浩之, 肺⾼⾎圧を呈し循環器内科へ⼊院となった肺胞低換気症候
群3症例の⽐較検討, ⽇本睡眠学会第44回定期学術集会, 名古屋, 2019年6⽉27⽇

国内学会発表 112 廣瀬邦章, 宮﨑彩記⼦, 森本良⼦, カヤエスラ, 岸川さつき, 天野篤, 代⽥浩之, 複数のモダリティで確認し得た転移性悪性⿊⾊腫の⼀例, 第30回⽇本新エコー図学会学術集会, 松本, 2019.5.10

国内学会発表 113 廣瀬邦章, 宮﨑彩記⼦, 森本良⼦, ⾦⼦智洋, 野崎由美, 加藤俊介, ⾼⽊⾠哉, 代⽥浩之, 第2回⽇本腫瘍循環器学会学術集会, 旭川, 2019.9.21

国内学会発表 114 廣瀬邦章, 宮﨑彩記⼦, 森本良⼦, 圓⼭雅⼰, ⾦⼦智洋, EsraKaya, 遠藤⼤介, 島⽥和典, 天野篤, 代⽥浩之, ⻑時間無症候性に経過した右房流⼊型バルサルバ洞動脈瘤の⼀例,
第31回⽇本超⾳波医学会 関東甲信越地⽅会学術集会, 2019.10.19.

国内学会発表 115 尾崎⼤, pedal archの無いATAのCTO病変に対するカテーテル治療,CVIT 2019, 名古屋国際会議場, 2019,9,19

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 宮﨑彩記⼦, 教育講演「循環器救急疾患のエコー」⽇本超⾳波学会第31回関東甲信越地⽅会学術集会, ビッグサイトTFTホール, 2019年10⽉19⽇

特別講演・
招待講演 2 宮﨑彩記⼦, シンポジウム「２次性⼼筋症の⼼エコー診断の最前線」⽇本超⾳波学会第31回関東甲信越地⽅会学術集会, ビッグサイトTFTホール, 2019年10⽉20⽇

特別講演・
招待講演 3 葛⻄隆敏, 寝てる間に糖尿病が悪化する⁉〜睡眠時無呼吸が糖尿病に与える影響とその治療〜, 第53回⽇本成⼈病（⽣活習慣病）学会学術集会, 東京, 2019年１⽉13⽇

特別講演・
招待講演 4 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸の診断治療の実際, 城⻄地区SASセミナー, 東京, 2019年1⽉29⽇

特別講演・
招待講演 5 葛⻄隆敏, アスリートなら知っておきたい睡眠のはなし〜⽉経時の脳波測定からわかってきたこと〜, Female Athlete Active Support Seminar 2019, 順天堂⼤学, 2019年2⽉9⽇

特別講演・
招待講演 6 葛⻄隆敏, ⼼不全の睡眠時無呼吸〜現状と今後〜, 第3回埼⽟SAS地域医療連携研究会, 川越, 2019年2⽉14⽇

特別講演・
招待講演 7 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸症候群︓過去、現在、未来, 第56回睡眠呼吸障害研究会, 東京, 2019年2⽉16⽇

特別講演・
招待講演 8 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸症候群治療の今後の課題、睡眠時無呼吸を合併した2型糖尿病患者の治療を考える, 東京, 2019年2⽉18⽇

特別講演・
招待講演 9 葛⻄隆敏, 慢性⼼不全に対する陽圧療法の重要性, 第13回⼼不全陽圧治療研究会, ⼤阪, 2019年2⽉23⽇

特別講演・
招待講演 10 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸から⾒た循環器疾患〜特に⼼房細動との関連〜, かわぐち⼼臓・呼吸器研究会, 川⼝, 2019年3⽉4⽇



特別講演・
招待講演 11 葛⻄隆敏, ⾼⾎圧患者における睡眠時無呼吸〜体液貯留と体液シフトの影響〜, ⼼腎連関フォーラム, 東京, 2019年3⽉7⽇

特別講演・
招待講演 12 葛⻄隆敏, 糖尿病治療薬のEBMを再考する, Diabetes & Kidny Update Workshop in Nihombashi, 東京, 2019年3⽉11⽇

特別講演・
招待講演 13 葛⻄隆敏, アスリートの睡眠とその問題点, 第7回⼤分県スポーツ医学研修会, ⼤分, 2019年3⽉12⽇

特別講演・
招待講演 14 葛⻄隆敏, ⼤規模臨床研究とリアルワールドエビデンスを踏まえた糖尿病治療とは, Dabete Discussion Conference in TOKYO, 東京, 2019年3⽉22⽇

特別講演・
招待講演 15 葛⻄隆敏, 虚⾎性⼼疾患における睡眠時無呼吸, 第83回⽇本循環器学会学術集会, 横浜, 2019年3⽉29⽇

特別講演・
招待講演 16 葛⻄隆敏, 治療抵抗性⾼⾎圧の治療戦略, 第2回循環器プライマリケア研究会, 順天堂⼤学, 2019年4⽉15⽇

特別講演・
招待講演 17 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸におけるASVの対応, 第59回⽇本呼吸器学会学術講演会, 東京, 2019年4⽉13⽇

特別講演・
招待講演 18 葛⻄隆敏, ⼼不全の睡眠時無呼吸〜現状と今後〜, 第13回神奈川循環器睡眠障害研究会, 横浜, 2019年5⽉15⽇

特別講演・
招待講演 19 葛⻄隆敏, ⾼⾎圧治療の最近の話題, 第178回⼩県医師会学術講演会, ⻑野, 2019年5⽉23⽇

特別講演・
招待講演 20 葛⻄隆敏, 上⽥誠⼆, CKD-MBDと⾎管⽯灰化, 学術講演会 in 御茶ノ⽔, 順天堂⼤学, 2019年5⽉25⽇

特別講演・
招待講演 21 葛⻄隆敏, ⽔野裕之, 三阪智史, PTT⾎圧・睡眠呼吸障害に関連する症例報告, 第3回PTT⾎圧・SAS研究会, 東京, 2019年6⽉15⽇

特別講演・
招待講演 22 葛⻄隆敏, 須⽥翔⼦, 肺⾼⾎圧を呈し循環器内科へ⼊院となった肺胞低換気症候群3症例の⽐較検討, 第252回⽇本循環器学会関東甲信越地⽅会, 2019年6⽉15⽇

特別講演・
招待講演 23 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸の診断治療の実際, 岩槻区SASミーティング, さいたま市, 2019年6⽉25⽇

特別講演・
招待講演 24 葛⻄隆敏, 砂⼭勉, 重度⼤動脈弁狭窄症にATTRアミロイドーシスを合併した⼀例からの考察, Herat Failure Seminar, 東京, 2019年7⽉4⽇

特別講演・
招待講演 25 葛⻄隆敏, 加藤隆⽣, トルバプタンを有効に使う⽅法をもう⼀度考える, Heart Failure Seminar, 東京, 2019年7⽉4⽇

特別講演・
招待講演 26 葛⻄隆敏, SASと循環器疾患の関連, 静岡県東部循環器SAS講演会, 静岡, 2019年7⽉8⽇

特別講演・
招待講演 27 葛⻄隆敏, 柴⽥茂, ⾼⾎圧の病態におけるミネラルコルチコイド受容体の役割とその治療戦略, 東京, 2019年7⽉12⽇

特別講演・
招待講演 28 葛⻄隆敏,「低⼼機能に合併する僧帽弁逆流」 付加治療法の効果〜CRT, 東京臨床⼼不全カンファレンス, 東京, 2019年7⽉27⽇

特別講演・
招待講演 29 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸と逆流性⾷道炎の関連性, タケキャブWEB講演会, 東京より発信, 2019年7⽉29⽇

特別講演・
招待講演 30 葛⻄隆敏, ⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜, Total Care Seminar, 東京, 2019年8⽉6⽇

特別講演・
招待講演 31 葛⻄隆敏, 今後求められる⼼不全の医療連携の重要性, 薬物治療とデバイスを融合させた次世代型⼼不全治療を考える会, 順天堂⼤学, 2019年8⽉27⽇



特別講演・
招待講演 32 葛⻄隆敏, ⻄村明洋, 寝てる間に糖尿病が悪化する⁉〜睡眠時無呼吸が糖尿病に与える影響とその治療〜, Meet the Clinical Researcher, 東京, 2019年9⽉9⽇

特別講演・
招待講演 33 葛⻄隆敏, セッション︓研究から学ぶ21　⼼⾎管疾患 呼吸, 第67回⽇本⼼臓病学会学術集会, 名古屋, 2019年9⽉14⽇

特別講演・
招待講演 34 葛⻄隆敏, 川﨑優, ⼥性アスリートの睡眠の質とその低下に関連する因⼦の同定, ⼥性スポーツ研究センター国際シンポジウム2019, 順天堂⼤学, 2019年9⽉16⽇

特別講演・
招待講演 35 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸からみた循環器疾患〜特に⼼房細動との関連〜, 睡眠と循環器疾患を考える（WEBセミナー）, 東京より発信, 2019年10⽉3⽇

特別講演・
招待講演 36 葛⻄隆敏, セッション︓増悪因⼦、第23回⽇本⼼不全学会学術集会, 広島, 2019年10⽉4⽇

特別講演・
招待講演 37 葛⻄隆敏, ⼼房細動患者のリスク管理〜睡眠時無呼吸と⾼⾎圧〜, ⼼房細動 Total Care Seminar, 東京, 2019年10⽉28⽇

特別講演・
招待講演 38 葛⻄隆敏, ⾼⾎圧患者における睡眠時無呼吸〜体液貯留と体液シフトの影響〜, Multi Care forum in Gunma, 前橋, 2019年10⽉29⽇

特別講演・
招待講演 39 葛⻄隆敏, ⾼⾎圧症と睡眠時無呼吸の関連性, 循環器疾患を考える会, 仙台, 2019年10⽉30⽇

特別講演・
招待講演 40 葛⻄隆敏, ⼥性アスリートの健康管理における睡眠とその問題点, 第34回⽇本⼥性医学学会学術集会, 福岡, 2019年11⽉3⽇

特別講演・
招待講演 41 葛⻄隆敏, 睡眠時無呼吸と逆流性⾷道炎の関連性, ⻘森胃腸同好会学術講演会, ⻘森, 2019年11⽉6⽇

特別講演・
招待講演 42 葛⻄隆敏, ⼼房細動のリスク管理における睡眠時無呼吸, 第14回千葉県循環器睡眠呼吸障害研究会, 千葉, 2019年11⽉9⽇

特別講演・
招待講演 43 葛⻄隆敏, 循環器疾患の予防における睡眠時無呼吸の重要性, 第67回⽇本職業・災害医学会学術集会, 東京, 2019年11⽉10⽇

特別講演・
招待講演 44 葛⻄隆敏, 睡眠呼吸障害と循環器疾患, 第4回⻑崎睡眠呼吸障害セミナー, ⻑崎, 2019年11⽉13⽇

特別講演・
招待講演 45 葛⻄隆敏, 睡眠呼吸障害の診断と治療の最前線, 第27回⽇本PSG研究会全国⼤会, 東京, 2019年12⽉8⽇

特別講演・
招待講演 46 Fujimoto S, Novel methods of assessing functional effect of coronary stenosis by CT-TAG/TAFE/CT-FFR. ASCI Certification Course in Cardiac CT -Joint Symposium

Asian Society of Cardiovascular Imaging (ASCI) and 14th Cardiac Imaging Teaching Course, Singapore, 2019. 1

特別講演・
招待講演 47 Fujimoto S, Current status of CT-FFR. 26th Chinese Congress of Radiology, Bejin, China 2019. 11

特別講演・
招待講演 48 岡崎真也, ⼟肥智貴, 代⽥浩之,　Lipid Lowering Therapy inPatients with ACS　Is Treatment Early Intensive Enough?, 第83回⽇本循環器学会学術集会, 横浜, 2019 3/29

特別講演・
招待講演 49 Okazaki S, A patient with a prosthetic mitral valve after DES implantation　AICT-AsiaPCR 2019, Singapore, 2019 7/4

特別講演・
招待講演 50 中⾥祐⼆, デバイス植え込みの実際と合併症,⼼臓ペースメーカ技⼠養成セミナ The 66th annual congress of Japanese Heart Rhythm Society,Yokohama, Jul. 24th, 2019

特別講演・
招待講演 51 中⾥祐⼆, のんびり聞いても歴史がわかるEPS;徐脈性不整脈のEPS The 66th annual congress of Japanese Heart Rhythm Society,Yokohama, Jul. 24th, 2019.



特別講演・
招待講演 52 島⽥和典, 『⼼⾎管疾患の発症や進展予防のための糖尿病治療〜現状と課題、今後の展望』, 函館動脈硬化懇談会,　令和元年11⽉28⽇, 函館, 北海道

特別講演・
招待講演 53 島⽥和典, 『⼼⾎管疾患の発症や進展予防のためのNext Step︓⼼不全患者における栄養評価・管理に関するステートメントの内容も含めて』, Live on nutrition Seminor, 令和元年11⽉22⽇, 中

央区, 東京

特別講演・
招待講演 54 島⽥和典, 『⾼⾎圧と⼼房細動治療を再考する』 講演　⼼房細動Webセミナー, 令和元年11⽉12⽇, 中央区, 東京

特別講演・
招待講演 55 島⽥和典, 『糖尿病と⼼房細動︓現状と今後の展望』 浦安循環器カンファレンス, 令和元年11⽉5⽇, 浦安市, 千葉

特別講演・
招待講演 56 島⽥和典, 『循環器疾患と予防医療〜⼼房細動から肺炎まで〜』　健康寿命延伸webセミナー, 令和元年10⽉31⽇, 千代⽥区, 東京

特別講演・
招待講演 57 島⽥和典, 『末梢動脈疾患における最新治療戦略〜⼼⾎管イベント抑制のために〜』　第34回北多摩地区循環器病懇話会, 令和元年10⽉9⽇, ⼩平市, 東京

特別講演・
招待講演 58 島⽥和典, 『Sports Cardiologyのすゝめ』　Meet the experts 2019, 令和元年10⽉1⽇, 新宿区, 東京

特別講演・
招待講演 59 島⽥和典, 『サッカー選⼿の内科的疾患』　SOCCER MEDICAL CAMP, 令和元年8⽉24⽇, ⽂京区, 東京

特別講演・
招待講演 60 島⽥和典, 『新しい時代を迎えた冠動脈疾患の⼆次予防戦略』　脂質異常症フォーラム,令和元年7⽉26⽇, 千代⽥区, 東京

特別講演・
招待講演 61 島⽥和典, 『残余リスクへの挑戦』　THE脂質　令和元年7⽉19⽇, ⽂京区, 東京

特別講演・
招待講演 62 島⽥和典, 『糖尿病と⼼房細動を再考する』　⼼房細動Webセミナー　⼼房細動と糖尿病　令和元年6⽉27⽇, 中央区, 東京

特別講演・
招待講演 63 島⽥和典, 『⼀次予防・⼆次予防の脂質異常症治療〜薬剤師の先⽣⽅にも知っておいてもらいたいことも含めて〜』　⾸都圏薬剤師研究会, 令和元年6⽉4⽇, 千代⽥区, 東京

特別講演・
招待講演 64 島⽥和典, 『糖尿病と⼼房細動を再考する』　那珂湊医会学術講演会〜⼼房細動のトータルケアを考える〜, 平成31年3⽉11⽇, ひたちなか市

特別講演・
招待講演 65 島⽥和典,『⼼⾎管イベント発症予防のための糖尿病治療〜現状と課題、これからの展望〜』明⽇の循環器診療を考える会　平成31年1⽉26⽇　中央区,東京

特別講演・
招待講演 66 塩澤知之, 伊⾖の不整脈診療における病診連携の強化に向けて〜当院不整脈治療の報告〜,⽥⽅医師会学術講演会,静岡県伊⾖の国市,2019年2⽉21⽇

特別講演・
招待講演 67 塩澤知之, 静岡東部での発症早期の⼼房細動マネージメント, 静岡県東部地区アブレーション学術講演会,静岡県沼津市,2019年5⽉24⽇

特別講演・
招待講演 68 塩澤知之, 静岡東部での発症早期の⼼房細動マネージメント,Expertから学ぶ最新治療,静岡県伊⾖の国市,2019年6⽉10⽇

特別講演・
招待講演 69 塩澤知之, 令和時代における⼼房細動患者のマネージメント,イグザレルトWebカンファレンス,静岡県東部,2019年10⽉7⽇

特別講演・
招待講演 70 Shiina T, Hirano K, Takura T, Daida H:Dose Routine Follow-up Coronary Angiography after percutaneous Coronary

stenting have Clinical and Health Economic Benefit?, 第83回⽇本循環器学会，横浜,2019年3⽉29⽇

特別講演・
招待講演 71 17th Gwangju international interventional Cardiology Symposium (June 13-15, 2019, Gwngju,Korea) : Invited Speaker of Scientific Program



特別講演・
招待講演 72 24th Asean Federation Cardiology Congress, 28th Annual Scientific Meeting of the Indonesian Heart Indonesian Heart Association: Invited Speaker of Scientific

Program　19 – 22 September 2019 

区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 中⾥祐⼆、1枚の⼼電図から、第11回茶崖ハートフォーラム、東京、6⽉22⽇、2019 -

その他
（広報活動を含む）

2 中⾥祐⼆、アブレーション時代の不整脈薬物治療、第24回神奈川臨床不整脈フォーラム、横浜、7⽉6⽇、2019 -

その他
（広報活動を含む）

3 中⾥祐⼆、⼼房細動の薬物治療-抗凝固薬から抗不整脈薬まで-、 第1回キングフロントスカイ循環器コース、11⽉16⽇、川崎、2019 -

その他
（広報活動を含む）

4 住吉正孝、川原論⽂「⼼臓電気⽣理学的検査で房室伝導障害の関与を否定し得た虚⾎に伴う運動誘発性房室ブロックの１例」に対するEditorial Comment、⼼臓 2019;51:846

その他
（広報活動を含む）

5 ⼤村寛敏、動脈硬化性疾患予防の最新情報︓危険因⼦と⽣活習慣のカギ、令和元年度健康づくり事業推進指導者育成研修、（公財）東京都福祉保健財団、東京、2019年8⽉9⽇

その他
（広報活動を含む）

6 ⼤村寛敏、特定健康診査におけるメタボリックシンドロームの意義と特定保健指導、2019年度保険者指導セミナー、早期胃癌検診協会、東京、2019年10⽉11⽇

その他
（広報活動を含む）

7 ⼾叶隆司、⽇本循環器学会関東甲信越地⽅会　評議員就任

その他
（広報活動を含む）

8 宮崎哲朗、⽇本循環器学会関東甲信越地⽅会　評議員就任

その他
（広報活動を含む）

9 秋⼭泰利、島野寛也、中川原詩織、⼤⼭夏菜、⼩⽥切史徳、⼾叶隆司、中⾥祐⼆、遠隔モニタリングを⽤いた⼼不全症状の変化予測についての検討、Chiba Arrhythmia 2019 -Spring-、千葉、3
⽉2⽇、2019

その他
（広報活動を含む）

10 中⾥祐⼆、1枚の⼼電図から第11回茶崖ハートフォーラム、東京、6⽉22⽇、2019

その他
（広報活動を含む）

11 中⾥祐⼆、アブレーション時代の不整脈薬物治療、第24回神奈川臨床不整脈フォーラム、横浜、7⽉6⽇、2019．

その他
（広報活動を含む）

12 ⼩⽥切史徳、中⾥祐⼆、⼾叶隆司、Characteristics and significance of very early recurrence of atrial tachyarrhythmias after cryoablation of atrial fibrillation、第8回NJT4循環
器フォーラム、幕張、7⽉20⽇、2019

その他
（広報活動を含む）

13 ⼾叶隆司、⽇本臨床⼯学⼠会　e-learning 不整脈関連指定講習会（基礎編）講師⽇本臨床⼯学⼠会、4⽉21⽇、2019

その他
（広報活動を含む）

14 秋⼭泰利、⼾叶隆司、島野寛也、⽯井開、⽊村友紀、塩澤知之、⼩⽥切史徳、⽥淵晴名、林英守、関⽥学、住吉正孝、中⾥祐⼆、代⽥浩之、植込み型⼼臓デバイスによるApnea Scanスクリーニング
の有⽤性第14回千葉県循環器睡眠障害研究会、千葉、11⽉9⽇、2019

その他
（広報活動を含む）

15 ⼾叶隆司、不整脈の基礎（疾患と臨床）第7回 CV-NETAK、秋⽥、11⽉16⽇、2019

その他
（広報活動を含む）

16 中⾥祐⼆、⼼房細動の薬物治療-抗凝固薬から抗不整脈薬まで-第1回キングフロントスカイ循環器コース、川崎、11⽉16⽇、2019

その他
（広報活動を含む）

17 ⼾叶隆司、HD GridによるMappingでCSを介するMitral Flutterを同定できた1例、Chiba Complex Case Meeting、千葉、11⽉23⽇、2019

その他
（広報活動を含む）

18 Ishiwata S, Paul Dudley White International Scholar Award, The American Heart Association, The association between overnight rostral fluid shift and sleep
disordered breathing in patients with treatment resistant hypertension, 2019/9/7



その他
（広報活動を含む）

19 平野景⼦、医療価値評価の胎動プログラム2018　シンポジウム　パネルディスカッション　「医療システムの継続的な存在意義（課題と期待︓臨床」　2019年3⽉9⽇

その他
（広報活動を含む）

20 後藤景⼦、「Medical Econoｍics」、診療報酬等の基本的な仕組みについての勉強会、 健保連東京連合会神⽥地区⽅⾯会、 2019年12⽉16⽇


	2.01★【日本語・英語】循環器内科
	31.【循環器内科学】研究業績R01

